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　　(1) 屋根の構法　(2) 壁の構法　(3) 床の構法　
　　３．４．４付属小屋の建築構法  














































             １．１研究の背景と意義
　　    １．２研究の目的と方法
　　    １．３既往研究と本研究の位置づけ　






進み、都市への人口流入が加速した。さらに、 新農村建設 1) によって、伝統的な農村集
落が減少している。馮によると 2)、中国では 2000 年には 360 万箇所あった自然村 3) が、
















1）　新農村建設は 2005 年 10 月に「十一五計画綱要建義」で決定した。新農村は新房舎、新施設、   新農民、
新風尚五つの内容を含む。
2）　 馮 驥 才 (2012): 中 国 10 年 消 失 90 万 個 自 然 村、 集 落 価 値 堪 比 長 城 http://culture.ifeng.com/whrd/
detail_2012_06/07/15115401_0.shtml
3）　「自然村」は自然発生した集落のこと。政府の政策によってつくられた 「新農村」とは異なる。



















































































　中国は 56 民族があり、中国の人口のうち 92% が漢族、８%が残りの 55 民族である。
1949 年、「中国人民政治協商会議」では国家の骨格と基礎を確定する「政協綱領」を
































　調査期間は、2011 年から 2012 年かけて計５回にわたって行なった（表１．２−１）。












































































文化について指摘しているのは、金鴻植 14)、金光彦 15)、野村孝文 16) などである。さらに、
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11）　太田邦夫：東ヨーロッパの木造建築−架構の比較研究− , 相模書房，1988.8
12）　長谷川清之：フィンランドの木造民家−丸太組積造の世界− , 井上書院，1987.9
13）　黒坂貴裕 : 板倉 ( 木造倉庫建築）の構法類型と地域特性 ,　筑波大学大学院博士論文，2004.3
14）　金鴻植：韓国総合民俗調査報告書江原道編 , 文化財研究所藝能民俗研究室編，1977
























　新疆地域の井幹式民家については、張馭寰 24) と陳震東 25) の研究がある。屋根が尖屋
根もしくは平屋根であり、外壁には土は塗られず、内壁にのみ土が塗られている点が
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建築学会大会学術講演梗概集，E 建築計画，pp.19 〜 20,1991.8
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23）　楊静宁：軽質粘土が井幹式民居中の応用研究 , 昆明理工大学修士論文 ,2012
24）　張馭寰：中国古建築散記，人民郵電出版社 ,2009.2
























26）　苗玉媚 , 李桂文 : 三河回民郷木刻楞房解析 , 哈爾濱工業大学学報 , 社会科学版 , 第 7 卷 ,2005.9 
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（ 野 村 孝 文： 朝 鮮 の 民 家， 学 芸 出 版 社，
1981.9，pp132 より
図１．４ー６






















　      ２．１錦江村の概要
　　  ２．２集落の構成
　　  ２．３敷地配置と建築物の用途










域の最高峰である長白山から 47.5km、朝鮮半島まではわずか 50km の距離にある。長白























年までのデータによると、この地域の年平均気温は -0.3 〜 3.7℃であり、最も暑い
７月の平均気温は 19.4℃、最高気温は 34.8℃であり、最も寒い１月の平均気温は
-19.7℃、最低気温は -44.1℃である。年降水量は 600 〜 1000mm で６月〜８月の降水
量が全降水量の 54% を占める。年平均風速は 1.9m/s であり、冬期は西北風、夏期は東
南風が多い。
　漫江鎮気象庁のデータによると、2012 年４月〜 2013 年３月までのこの地域の 10 月
から３月の最低気温は常に０℃を下回る。零下 30℃を下回る日もあり、厳寒の気候と
いえる (表２．１−１）。年降水日は年間 49.7％であり (図２．１−２)、風力において３
級 1）以下の風が１年間 235 日である。錦江村は年間を通して冷涼で、夏に雨が多い気
候であることがわかる。











草採集による生活をはじめた。錦江村には当時 26 世帯、96 人が住んでいた。さらに
1933年に山東省から漢族が移住し、この地域は漢族、朝鮮族、満族が混在することとなっ
た。1945 年春には伝染病が流行し、集落の 22 名が亡くなった。その影響で、集落の住
民たちは山上の集落から山下の集落へ移住を始めた。朝鮮族と満族は長白県、漫江鎮、
松江河鎮など村外へに移住し、漢族のみが集落に残る結果になった。さらに、1960 年
代には大干害の影響で、山東省からさらに多くの漢族が移住した。現在は 34 戸 68 人
の漢族が住んでおり、主な生業は自給的農業と薬草・山菜の採集である。錦江村は水
道設備がなく井戸を利用している。住民たちの水利のため、1982 年には漫江鎮政府と





れてきた。1962 年、1971 年、1982 年３回の土砂災害によって多くの民家が倒壊した。
2）　漫江鎮政府：漫江鎮鎮史，1983
3）　1982 年に長白県から松江河までの開いた国道 302 号である。
表２．１ー２　錦江村における民族の年表
年代 民族 根拠地 出来事
1860年代頃 満族 ー ー




1945年 漢族 ー 伝染病


























　森林面積（撫南林場、白西林場、錦北林場、漫江林場、老齢林場）は約 9万 ha であり、
そのうち人工林が約 1万 ha で、天然林は約 8万 ha である。木を植え、育て、伐採し、 








































　この地域の森林の樹木は、高木はマツ類としてカラマツ (落葉松 :ロイェソン )、チョ
ウセンゴヨウマツ (紅松 :ホンソン )、エゾマツ (白松 :バイソン )などがあり、そ
のほかにはポプラ (楊樹 :ヤンスゥ )、シラカバ (白樺 :パイファ )、ヤナギ (柳樹 :
リュウスウ )、クヌギ (柞樹 :ズォスゥ )などがある。低木は、ヤマツツジ (映山紅 :



























　1947 年 10 月から土地改革運動 10）が広がり、漫江村と錦江村では５戸の地主 36 人の
ほか 94 戸 365 人が持っている耕作地合計 872 亩が２亩 / 人で分配された。
　1956 年には弧頂子生産合作社が錦江村を管理し、集体化 11）の形式で集落の住民たち
が一緒に農作業をした。1958 年には、弧頂子生産合作社は弧頂子管理区に変わった。









10）　土地改革運動は 1947 年 10 月 10 日に発表され、1952 年９月までは新疆、西蔵及び少数民族地区をのぞ
きは全国に普及した。
11）　集体化は個人の耕作地を属されている公社に返し、一緒に働き、収入は平等に分配する方式である。
12）　大躍進運動は 1958 年〜 1960 年までの運動であり、毛沢東主席が発動した、工業・農業などの飛躍的な
発展をめざす社会主義建設総路線の運動と言われる。
13）　文化大革命時期は 1966 年５月〜 1976 年 10 月までである。
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制度 14）により錦江村は耕作地が 582 亩に広がり、食糧の総生産量が 1981 年より 6.3t
が増加した。錦江村は 1975 年は電動機、製粉機、押切機など、1981 年には車１台を導
入したことも生産量の増加の要因である。










　錦江村では 1972 年に朝鮮人参栽培が始った。当初 300 亩だった朝鮮人参畑は 2013
年現在 1000 亩に増加した。朝鮮人参畑は、光があまり届かないところが適しており、















































西側の井戸④ (1990 年代に掘り )と⑤ (2009 年に掘り )は使用されていて、住民は井
戸まで水を汲みに行って使用している。中央の井戸③は水質が悪くなったため飲用に
適さないが、洗いものに使用している (図２．２−１井戸番号参照 )。 
　集落の池 (写真２．２− 11) は住民が個人で作ったもので、魚を養殖したがうまく行
かなかったため、現在は放置されている。 









写真２．２ー９錦江村 ( 山下 ) 中央の井戸③
写真２．２ー 10　錦江村（山下）の井戸④と井戸⑤















































































































































































































たは西屋 )の２室構成のものの何れかである (図２．３−５)。 正規の家族用には３
室構成のものが建設され、新規の来村者 (NO ５、 NO12、NO13 −表２．３−１を参照 )
や独身の人 (NO23、NO24 −表２．３−１を参照 )や観光のための宿泊用 (NO30、NO32 −
表２．３−１を参照 )など、正規とは認められない場合に２室構成のものが建設され
たとみられる。図２．３−５左の NO13 には老人の夫婦と二人の息子が住んでいたが、



































写真２．３ー５　主屋 NO33 のカン炉写真２．３ー４　主屋 NO ３の火壁





















階の 52 棟の民家の中で、８棟が建設中で、８棟が空家であり、36 棟で生活が使用され



























































































































(1) 主屋 NO 1 （図２．３−７）（写真２．３−６）






















































































(3) 主屋 NO19（図２．３−９）（写真２．３− 10）











(4) 主屋 NO35（ 図２．３− 10）（写真２．３− 11）








写真２．３ー８　主屋 NO ３の作業用小屋 写真２．３ー９　主屋 NO19 の屋外の作業空間
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図２．３ー 10　主屋 NO35 の平面・断面図


































































蔵小屋 (写真２．３− 14) もある。この小屋も井幹式構法であるが、通気を良くして乾
燥を促進し、ネズミの侵入を防ぐために、床下部分に束を設け高床とした形式が見ら
れる。このような小屋の下部では鶏やアヒルを飼うことがある。
　家畜小屋としては牛小屋 (牛棚 :ニュウポォン )( 写真２．３− 15)、豚小屋 (豚棚 :
ツゥーポォン )( 写真２．３− 16)、アヒル小屋 (アヒル窝 : ヤーウォー )( 写真２．３−































も見られる。野地丸太 (椽 :ツァン )はチョウセンゴヨウマツであり、防虫効果が期


















（１）屋根の構法 ( 図２．４−２)  
　直径 70mm 程度の丸太を棟木から桁にかけて並べ、 その上に草を厚さ 30〜 35(mm) で
敷き、その上に土を敷き詰める。
























































上に直径 180 ～ 300（ｍ）程度の丸太を交互に重ねて壁面を構成する。材と材の隙間に
は壁土を塗り込む構法と、隙間に径の小さい丸太を挟みその上から壁土を塗り込む構










塗る。さらにその上にゴザ 16( 草席 :ツォシイ )( 写真２．４−２)を敷き、カンの床が完
16）　草席とはクサを編んで作った敷きものであり、日本名はゴザである。
榑板 (厚さ 25mm)
























































































NO22 主屋 NO10 主屋  NO１主屋 








屋根の構法 ( 図２．４−５)( 写真２．４−５) 
　貯蔵用の倉庫の屋根は、直径 30mm 程度の丸太を棟木から桁にかけて並べ、その上に





図２．４ー５　倉庫 ( 貯蔵用 ) 屋根構法図２．４ー４　A 邸の倉倉庫 ( 貯蔵用 ) の断面図














榑板 ( 厚さ 25mm)































A 邸倉庫  








東側立面図 ( 左 )・南側立面図 ( 右 )
断面図
１階平面図 ( 左 )・２階平面図 ( 右 )
　主屋 NO10 のトウモロコシ小屋 (図２．４−８)( 写真２．４−８)は斜面を利用して２階
建てて、小屋の下部に鶏、アヒル、牛を飼っている。






















































































































































































































































４人程度で牛を連れて伐採区まで向かい、直径が 18cm 以上、長さが約 10m ほどの木




　伐採に使用する道具は、ノコギリ (鋸 :ツィズ )17）とオノ ( 斧 : フゥズ )18）であり、
集落の全戸が所有している。
17）　伐採の話を伺った B 邸戸主が所有しているノコギリの長さは約 1500mm あった。他の家で確認したノコ
ギリは長さが 1200mm に満たないものもあり、 長さは様々である。
































には、10 人〜 20 人ほどの集落の人々が集まる。施工は農閑期である６月から８月にか
けて行なう。




(2) 壁  
　壁の交差部分では丸太が交互に咬み合わされている。接合部分は木材の上面のみを
チョウナ ( 锛子 :ボォンズ )19）で浅く欠き込んでいる (図２．５−１)。
　開口部のある壁を組み立てる際には、予め開口部の大きさを考慮して木を切り出す。
そして開口部の上下にあたる材には、チョウナを利用して丸太の内側に欠き込みを作
る。また、開口部の周辺を補強するため、木蛤蟆（ムハマ）(100 × 25 × 150mm）と呼
ばれる材を丸太と丸太の間に挟み込む (図２．５−２)。
　　　　 
(3) 屋根  
　榑板の製作法 (図２．５−３)( 写真２．５−１)は、一人がカタナ (刀 :トォウー )20） 
を木の上に当てておき、もう一人がカタナの上部をカナヅチ (锤子 :ツゥィー ズ )21）
で叩き、厚さ 25mm 程度に割る。榑板に使う木材の長さは約 50cm にそろえ、直径は




20）　カタナは榑板作り専用で、長さは 50 cm、刃は約 25 cm である。持ち手部分には布が巻かれており、持
ちやすくなっている。















(1) 屋根の維持管理  　
　葺き直しは、６月中旬から８月下旬に主屋１棟につき１日間をかけて行なう。葺き
直しの際には一旦榑板をすべて取り外し、榑板の向きを変え、裏返してから葺き直す。




















板は 30 年〜 40 年で全体が葺き替えられるものと推測される。 
























　調査した民家を建設時期ごとに、1930 年代から 1960 年代をⅠ期、1970 年代から 
1980 年代をⅡ期、1990 年代から現在はⅢ期に大別し、分析を試みた ( 表２．３−１)。























































　1960 年代までの民家 12 棟のうち９棟が南にカンを持ち、1970 年代から新築された












から北側にカンを移動した民家を３棟確認できた。また、N022 と NO27 のような元の家
は南カンであったが、新築する時にカンの位置を北側に設置した場合もあった。
































































































































































































































































































































































































　      ３．５井幹式民家の生産技術と維持管理
　　  ３．６下二道崗村における井幹式民家の平面および断面構成の変容






























































　下二道崗村は亜寒帯気候に属し、1957 年〜 1985 年のデータによると、年間平均気
温が 0.6 〜３℃程であり、最も高かったのは 1975 年の平均気温３℃、最も低かったの
は 1965 年の平均気温 0.6℃であった。最も暑い７月の平均気温は 18.3℃、最も寒い１
月の平均気温は -19.6℃である。この期間での最高気温は、1977 年７月 30 日の 32.5℃
であり、最低気温は同年１月２日であった。年降水量は 650 〜 950mm であり、６月〜
８月の降水量が全降水量の 50% を占める。年平均風速は 1.6/s であり、冬期は北風・
西北風、夏期は西風・西南風が多く吹く。
　長白朝鮮族自治県気象庁のデータによると、2012 年４月〜 2013 年３月この地域の月
別最低気温は、10 月から３月にかけて常に０℃を下回る。零下 30℃を下回る日もあり、



























　下二道崗村では、10 〜 20 年に一度自然災害をうけている。1925 年６月５日、水害
1）　長白朝鮮族自治県政府 : 長白朝鮮族自治県県志 ，pp2 〜 16，2009.1
2）　清朝は長白山を清太祖の発祥地として , 鴨緑江と豆満江の北側 500km を聖地に指定し、外部からの移住と
開墾を禁止した。この「封禁令」により朝鮮族と中国人 ( 当時の漢族 ) は 1677 年から 1875 年の間そこへ入る
ことができなかった。
表３．１ー２下二道崗村における民族の年表
年代 民族 根拠地 出来事
1860年代頃 満族 ー ー
1880年代頃 満族／朝鮮族 元住民／朝鮮半島 自然災害
1910年代頃 朝鮮族 朝鮮半島 日本の植民地
1950年代 朝鮮族 朝鮮半島 自然災害




























39,134ha であり、毎年 3000m3 の木材を伐採する。　
　1954 年から 1956 年の間に林場は合作植林として苗を住民たちに配り、住民が荒地に
植林し伐採後、林場に２割の木材を返す仕組みがあった。1980 年には、住民が苗木を



































　下二道崗村も錦江村と同じく、1947 年 10 月から土地改革運動が広がり、地主の農地
が 0.3ha/ 人で分配された。
　下二道崗村は二道崗に属していたが、大躍進運動期の 1958 年３月から龍崗公社が下
二道崗村を管理し、集落の住民の生活を集体化 5）した。1958 年から 1961 年の３年間に
農作物の生産量は前の 1.4t/ha から 1.1t/ha に減少した。下二道崗村もその後 1982 年
に実施された生産責任制度により耕作地が 93ha に広がり、食糧の生産量が増えた。







1918 年まで下二道崗村には牛が 200 頭、馬、ラバ、ロバが合計 350 頭いたが、1930 年








1970 年代は朝鮮人参畑がほとんどなく、耕作地は 1400 亩、そのうち、ジャガイモ畑が
５割、ムギ畑が４割、他の雑穀 (ソバ、ダイズなど )が１割だった。現在は生業が朝
鮮人参栽培になったため、畑の面積が減少した。現在集落の朝鮮人参の畑以外の耕作
地面積は 306 亩、植林地面積は 320 亩、集落以外に借りている畑面積は 300 亩であり、
その他は一部耕作地に植林しているがほとんど荒れ地である。下二道崗村では 1978 年
から朝鮮人参栽培が始まり、200 亩だった。朝鮮人参の畑は現在 834 亩で増加した。当
初は錦江村と同じ３つの方法による朝鮮人参畑があったが、現在は主に伐林式、林下


































































　主屋 NO ３の敷地内 (図３．３−３)（写真３．３−１）には、主屋が１棟、倉庫が１棟、
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2012 年段階の 25 棟の民家の中で、17 棟が朝鮮族の民家で、８棟が漢族の民家であり、
















































　主屋 NO ３は、1960 年代に建てられた民家である。この家は 1950 年代に朝鮮半島の
咸鏡道から移住してきた住民であり、母親と息子夫婦が住んでいる。農業が主な生業で、
現在は朝鮮人参栽培も行なわれている。
　主屋 NO ３の間取りも主屋 NO ２と空間の機能が同じである。しかし、この民家はジョ




















































写真３．３− 11　牛小屋 写真３．３− 12　豚小屋


































































　妻面中央と内部の２箇所に建てられた計４箇所の束によって登梁 (直径 150mm 程 )
が支持され、その上に棟木が載せられる。登梁の上に母屋（直径 100 〜 130mm 程度）
を配置し、木杭 (30 × 30 × 100mm) で固定する。野地板 (厚さ 10mm、幅 90 〜 120mm 
程度 )は母屋の上に縦張りされ、さらに防水用のシラカバの皮（幅 150mm 程度 )を載せ、
シェチョと呼ばれる草を厚さ20mm程度に葺いた上を丸太(直径30mm程度)で固定する。 
　天井部分の構法は、梁の上に丸太(直径110mm程度 )をかけ並べ、その上に野地板(厚
さ 40mm 程度、幅 90 〜 120mm) を載せている。断熱材として厚さ 30mm 程度の草を敷き、




　４箇所の束が棟木を支え、棟木から直接梁に達する垂木（直径 70 〜 100mm 程度）が
掛けられる。垂木の上には野地板（厚さ 10 〜 15mm) が横張りされ、その上にシラカバ
の皮、シェチョを載せ丸太で固定する。  
　天井部分の構法としては、梁の上に桁行き方向にの３本ほどの丸太（直径 120mm）を

















































　二道崗村の民家は 1962 年に建てられ、現在 76 歳の老人夫婦が住んでいる（図３．４
−２）（写真３．４−６）。この民家は間取りをみると、ムントクが２つあって平安道式で
ある。屋根構法は、棟木から直接梁に達する垂木が掛けられ、垂木の上には野地板が















さは 80 〜 120mm 程度で、室内面では白灰を塗り仕上げとする。現在では気密性を高め
るために室内面に紙を貼る。
　下二道崗村には、壁の材と材の隙間に径の小さい丸太を挟んでから壁土を塗り込む
























屋根の構法 ( 写真３．４−９、写真３．４− 10) 
　妻面中央と内部の２箇所に建てられた計４箇所の束によって登梁 (直径 90mm 程 ) が
支持され、その上に棟木が載せられる。登梁の上に野地丸太 (直径 30 〜 50mm 程度 )、
または野地板 (厚さ 10mm、幅 90 〜 120mm 程度 )を載せ、シェチョを厚さ 20mm 程度に
















図３．４−３　主屋 NO ５の牛小屋の断面図 図３．４−４　主屋 NO ３の牛小屋の断面図
写真３．４−９　主屋 NO ５の牛小屋 写真３．４− 10　主屋 NO ３の牛小屋
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第３章　下二道崗村における井幹式民家
　天井部分の構法は、梁の上に丸太 (直径 60mm 程度 )をまばらに並べ、その上に野地











写真３．３− 14 の豚小屋と犬小屋の外観参照 )であり、ビニールシートで覆い、その上
に細い枝や板を葺くことがある。
（３）穴蔵の構法（図３．４−５）（写真３．４− 11）
　地面に穴を掘った入口の部分は 440 × 1000(mm) 程であり、貯蔵の空間は 1400 ×
1500(mm)、高さは 1800(mm) 程である。掘り出した土は入口の後ろに積んでいる。
屋根の構法
　屋根は片流れ屋根であり、入口の両側に柱 (直径 90 〜 100mm) を立て、棟木 (直径
90mm 程 ) を載せ、柱から入口の裏面まで登り梁で固定している。登り梁の上に母屋を
配置し、その上に野地板 (厚さ７mm) を固定している。最後に、ビニールシートで覆い、
おさえで固定する。近年では、穴蔵の屋根材にも石棉瓦が使用されることがある。
　天井の部分は、梁 (直径 150 〜 180mm) の上に穴蔵の幅半分ぐらいまで野地丸太 (直





































































































材が約 15 ㎥必要である。伐採に使用する道具は、ノコギリ 17）とオノ 18）であり、集落の
全戸が所有している。
16）　生産技術の聞き取り調査は村長と主屋 NO ３から行なった。
17）　伐採の話を伺った主屋 NO ２の戸主が所有しているノコギリの長さは約 1500mm あった。他の家で確認
したノコギリは長さが 600mm に満たないものもあり、 長さは様々である。










































































19）　掃除用のクワは農業用より小さい。長さが 60cm、頭の部分は 10cm 程度である。





































































































ていたが、Ⅱ期の 1977 年に建てられた主屋 NO ６の壁は材と材の間に細い丸太を挟
んだ構法が用いられた。このような構法はⅡ期の後半にできたものだと推測できる。






























































































































































む地域で長白山麓の満族住居文化 1）が白山市政府の第一非物質文化遺産 (無形文化財 )
に指定され、吉林省は今後中国の世界文化遺産の暫定リストへの登載を目指している。












































































































































































































を雇用して朝鮮人参畑を監視する事例もある 2）。一方、朝鮮族は 1992 年の中韓外交の
再開で、韓国への転出が増加した。このような理由から集落の人口は2005年には29戸、
86 人が、2012 年調査時には 24 戸、62 人へと減少した。現在新築に入居している住民
の元の井幹式民家は朝鮮人参栽培のために漢族に貸している事例もある。
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            １．  錦江村（敷地、主屋、小屋の実測図）
　　    ２．下二道崗村（敷地、主屋、小屋の実測図）
　　    ３． 二道崗村（敷地、主屋、小屋の実測図）
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